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令和７年度 宮城県建設センター研修 
「公共土木施設災害復旧事業研修（基礎編）＜LIVE 併用型＞」 

実施要領           令和７年４月９日 
１ 研修目的 

公共土木施設災害復旧事業の制度について、新任土木職員または災害復旧事業未経験者が基礎

知識を習得することで災害対応の即戦力化を図ることを目的とし、行政機関の土木技術職員とし

ての業務遂行能力の一層の向上に資する。 

２ 研修概要 

公共土木施設災害復旧事業の基礎知識や多自然川づくりに関わる講義により、災害復旧事業の

基礎知識を習得する。本研修は、公共土木施設災害復旧事業研修（実践編）を受講するために、

必要不可欠な基礎知識を学ぶ研修と位置付けており、本研修を受講後に７月の（実践編）を受講

することで効果的に災害復旧実務を体得できる。 

◎宮城県土木部の受講イメージであるが、市町村においても、本研修受講後、実践編の受講が望ましい 

＜受講順序イメージ＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

上図の受講順序イメージは、必ず、これによって受講することを⽰したものではないが、より⼀層理解しやすく、
効果的に災害復旧実務を体得できることが⾒込める、理想のイメージである。 

３ 共催 宮城県、公益社団法人宮城県建設センター  

４ 対象者 

県、市町村及び石巻地方広域水道企業団の災害実務担当者で、災害復旧事業の経験がない若手

職員もしくは近年災害復旧事業に携わっていない職員等、災害復旧事業の初心者を対象としてい

る。（自治法派遣職員、任期付き職員及び再任用職員は除く） 

５ 募集定員 

【集合型（会場で受講）】：４０名（県、市町村等） 

【LIVE 型（Webex Meetings）】：制限なし 

※会場で受講する集合型の希望者が定員を超過した場合、人数調整を行いますので、複数名

希望する場合は必ず優先順位を記入の上、申し込むこと。各所属において集合型希望者が

多い場合は LIVE 型での受講を併用すること。 

６ 実施日時 

令和７年５月１４日（水） 午前１０時００分 から 午後４時００分 まで 

７ 研修場所（集合型または LIVE 型のいずれかを選択すること） 

【集合型(会場で受講)】 

宮城県庁１０階 １００１会議室（仙台市青葉区本町三丁目８番１号） 

 

今回 

基 

礎 

編 

例年７⽉ごろ開催 

（出⽔期前） 

実 

践 

編 

応 

⽤ 

編 

さらなる災害知識の深化を目的
とする「防災対応⼒研修」や「災害
査定臨場研修」がある。 
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今後の⼤⾬に備え、 
災害に関する基礎知識を習得 



【LIVE 型（Webex Meetings）】  

Web 会議室環境は各自治体等が準備すること。 

本研修は、会場（１００１会議室）での講義を LIVE 配信するものであるため、LIVE 型での

受講を希望する受講生は、「Webex Meetings」への参加が可能な環境が整っていることを前提

とする。また、音声環境（マイク・スピーカー・カメラ等）及び通信量の上限（消費目安：１

GB/１時間程度）等についても、受講希望前に各所属で確認しておくこと。 

なお、研修当日の招待 URL 等は受講決定後に「招待 URL 等送付先」へ直接送付する。 

８ 研修内容 カリキュラム（別紙－１）のとおり 

９ 研修旅費  

職員等の旅費に関する条例等の定めるところにより、各研修生の所属において研修旅費を負担

する。 

１０ 準備するもの 

・筆記用具、テキスト、令和６年災害手帳、名札 等 

・受講環境（※LIVE 型の場合） 

※テキストは５月９日を目処に、県はデスクネッツ共有文書に保存、市町村は建設センター

より配付するので、各自印刷の上、当日は持参（準備）願います。 

＜テキスト保存場所（デスクネッツ共有文書）＞ 

全庁共有／03 所属別／09 土木部／00020 事業管理課／R7 研修関係資料 無断転載厳禁 

※会場受講の場合、災害手帳は１人１冊準備することが望ましいが、受講者の人数分を用意

できない場合、自治体で１冊持参するか、令和５年以前の災害手帳を持参すること。 

１１ その他 

【集合型の場合】 

（１）研修当日は、開始１５分前までには集合し、時間内に受付を済ませること。 

（２）研修にあたっての服装は、研修にふさわしい常識的なものを着用すること。 

（３）筆記用具・テキスト・令和６年災害手帳・名札は各自持参すること。 

（４）駐車場はないため、公共交通機関等を利用すること。 

（５）欠席、遅刻、早退の場合は、様式第１号により報告すること。 

 ◇当日の遅刻・欠席について 

開催時間前に必ず下記へ連絡してください。事業管理課への連絡は不要です。 

県：防災砂防課 防災企画班（TEL:022-211-3175） 

市町村︓（公社）宮城県建設センター総務企画部 総務課（TEL:022-263-1432） 
仙台市の場合は、技術管理室にも連絡をしてください。 

【LIVE 型の場合】今年度の LIVE 型研修の「土木部接続テスト」は今回の１回のみです。 
※本研修に限らず、令和７年度開催の土木部職員研修に LIVE 型で参加予定の団体は、今回

の接続テストを実施し、実施が難しい自治体は、宮城県建設センターへ連絡してください。 

＜土木部接続テスト 招待 URL 等＞  
実施⽇時︓令和７年５⽉１２⽇（⽉） 午前１０時００分 から 午前１２時００分 まで 
https://prefmiyagi.webex.com/prefmiyagi/j.php?MTID=mc469174af96e631ccd22a21a8a8e7c94 

ミーティング番号︓2510 596 7315   パスワード︓b869MjRT3t8 
（必ず末尾までコピーして貼付け願います。URL の末尾は【･･･e7c94】です。） 

（１）研修当日は、開始５分前までには入室し、マイク・カメラがオフになっているか確認する

こと。欠席や申込み者以外の方が参加した場合、研修実績のため、別途報告すること。 

（２）Web 環境及び Webex 操作については、接続テスト等を活用の上、各所属内で事前に確認する

こと。 

（３）やむを得ず講義中に入室する場合は、入室後すぐに、マイク・カメラをオフにすること。 



R7.4.9 現在

月日 時　　間 科　　目 講　　師 備　考

  9:30〜10:00 会場受付/WEB入室可能時間 防災砂防課防災企画班
宮城県建設センター 0:30

10:00〜10:05 オリエンテーション 防災砂防課　防災企画班 0:05

10:05〜10:10 開講あいさつ 防災砂防課 0:05

10:10〜10:40

災害復旧事業の基礎知識
　・災害復旧制度について
　・災害復旧事業の流れについて
　・災害復旧採択範囲について

防災砂防課　防災企画班 0:30

10:40〜10:50 休憩 0:10

10:50〜11:30

現地調査にかかるポイント
　・現場調査時の着目点について
　・河川、道路における被災メカニズムについて
　・写真撮影の方法について

防災砂防課　防災企画班 0:40

11:30〜12:00

災害査定の進め⽅、災害採択事例について
　・災害査定までの流れ
　・災害査定の流れ
　・災害査定後の流れ

防災砂防課　防災企画班 0:30

12:00〜13:00 休憩・昼食 1:00

13:00〜13:55 （午前中の続き） 防災砂防課　防災企画班 0:55

13:55〜14:05 休憩 0:10

14:05〜15:05
災害復旧事業の留意事項
　・多自然川づくりによる河川環境の整備と保全について
　・河川、道路⼯事における基本的留意事項

防災砂防課　防災企画班 1:00

15:05〜15:15 演習（受講内容の振り返り等） 防災砂防課　防災企画班 0:10

15:15〜15:25 休憩 0:10

15:25〜15:45 令和７年度災害復旧事業の運⽤等について
　・令和７年度災害復旧事業の運⽤改変等を紹介 防災砂防課　防災企画班 0:20

15:45〜15:55 公共⼟⽊施設災害復旧事業研修（実践編）について
　・7月に開催する、研修（実践編）についてを説明 防災砂防課　防災企画班 0:10

15:55〜16:00 閉講（アンケート回答） 0:05

5
月
14
日

※カリキュラムは都合により変更することがあります。

研修場所︓宮城県庁１０階　１００１会議室

（別紙－１）　　

　　令和７年度　宮城県建設センター研修

「公共土木施設災害復旧事業研修（基礎編）＜LIVE併用型＞」

カリキュラム
研修日時︓令和７年５月１４日（⽔）



◎建設センターからの連絡事項について 
 本研修は、宮城県土木部（防災砂防課）と共催研修のため、実施要領、研修日程等を確認の上、
下記のシステムに『申込書 Excel ファイルを添付する』方法のみで申込んでください。 

【 申込先及び問合せ先 】 令和７年４月２４日（木）１３時必着 
担当：公益社団法人宮城県建設センター 総務企画部 総務課 企画研修係 

（TEL：022-263-1432） 
＜ 申込み方法 ＞ 申込方法は、『研修会申込情報管理システム』のみとなります。 

① 各団体において取りまとめの上、ホームページ http://www.m-ctc.com/ から『研修会
申込情報管理システム』にアクセスし【様式１】を使用して申し込む。 

② 本研修を「会場 or LIVE」のいずれで受講か、また複数名希望の場合、優先順位を記載す
る。 

③ LIVE 受講で希望の場合、「招待 URL の送付先アドレス」、「lg メールとの使い分け有無」
について、必ず記載する。 

○申込書記載内容は、下記のとおりです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

こちらから， 
市町村名を必ず 
選択してください 

標記研修の受講希望者については，下記のとおりです。

↓↓

NO.
市町村
コード等

市町村名 所属部名 所属課名 職　名 氏　　名
会場
or
LIVE

優先
順位

招待URL等送付先
lgメール
との使い
分け有

無

端末の
受講 備考

1 901 建設センター 建設部 建設課 係長 〇×　〇男 会場 1 － - -

2 206 白石市 建設部 建設課 技師 〇×　〇子 会場 2 － - -

3 323 柴田町 都市建設課 技術主査 〇×　〇男 LIVE 1 ○○@town.shibata.miyagi.jp 有 端末 県：lg.jp

4 581 女川町 建設課 技術主査 〇×　〇男 LIVE 1 ●▲@town.onagawa.lg.jp 無 閲覧者

1 #N/A

2 #N/A

3 #N/A

複数名を申込む場合，入れてください

記
載
例


